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新
春
は
好
天

に
恵
ま
れ
た
。

寝
正
月
す
る
人

に
は
穏
や
か
で

静
か
な
休
日
だ
っ
た
。
だ
が

鼻
を
嗅
ぐ
と
澄
ん
だ
空
気
に

火
薬
の
匂
い
が
す
る
。

　

昨
年
ま
で
将
棋
の
歩
の
取

り
合
い
程
度
の
小
競
り
合
い

だ
っ
た
の
が
、
代
理
戦
争
の

胴
元
が
動
き
出
し
、
ト
ル
コ

VS
ロ
シ
ア
か
ら
イ
ラ
ン
VS
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
大
駒
が
顔

を
現
し
た
。
日
本
は
ア
メ
リ

カ
の
子
分
と
し
て
反
ア
サ
ド

政
権
側
に
つ
い
て
混
迷
の
渦

中
に
泳
が
さ
れ
て
い
る
。

　

シ
リ
ア
な
ど
か
ら
の
難
民

の
映
像
を
目
に
す
れ
ば
、
戦

争
の
悲
惨
さ
は
過
去
の
も
の

で
は
な
い
。
北
朝
鮮
の
水
爆

発
表
も
不
安
定
な
国
際
秩
序

に
さ
ら
に
波
紋
を
投
じ
た
。

　

日
本
も
選
挙
を
控
え
て
大

き
な
岐
路
に
あ
る
。
多
様
な

選
択
肢
の
中
で
一
億
が
一
定

の
方
向
に
向
か
う
の
は
過
去

に
経
験
し
た
よ
う
に
危
険
が

大
き
す
ぎ
る
。

　

「
火
垂
る
の
墓
」
の
作
者

・
故
野
阪
昭
如
氏
が
こ
こ
数

年
に
戦
前
の
匂
い
が
す
る
と

い
う
意
味
の
危
惧
を
表
明
し

て
い
た
。
作
家
ら
し
い
鋭
い

勘
に
よ
る
先
見
性
だ
が
、
現

実
に
な
る
こ
と
を
阻
止
す
る

の
は
後
に
残
っ
た
人
の
責
任

だ
ろ
う
。

　

15
年
末
に
閣
議
決
定
し
た

診
療
報
酬
の
改
定
率
は
診
療

報
酬
本
体
で
０
・
49
％
の
微

増
と
な
っ
た
。一
方
、材
料
価

格
も
含
め
た
薬
価
の
改
定
率

は
▲
１
・
33
％
。
市
場
拡
大

に
伴
う
薬
価
の
見
直
し
も
含

め
れ
ば
、
▲
１
・
80
％
で
、

診
療
報
酬
全
体
（
ネ
ッ
ト
）

の
改
定
率
は
▲
１
・
03
％
の

大
幅
な
下
落
と
な
る
。

　

国
費
ベ
ー
ス
で
は
、
診
療

報
酬
本
体
の
プ
ラ
ス
改
定
分

と
し
て
約
５
０
０
億
円
上
乗

せ
さ
れ
る
が
、
薬
価
で
約
１

９
０
０
億
円
削
減
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
差
し
引
き
す
る
と

診
療
報
酬
全
体
で
マ
イ
ナ
ス

約
１
４
０
０
億
円
も
の
財
源

が
消
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

政
府
は
改
定
率
の
決
定
に

先
立
ち
、「
骨
太
の
方
針
」

を
策
定
し
、
厚
労
省
に
社
会

保
障
費
の
自
然
増
分
を
１
７

　

塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣
は
13
日
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
に
対
し
て

２
０
１
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
改
定
率
と
基
本
方
針
を
示
し
、
具
体
的
な
点
数
設
定
に
関

す
る
調
査
や
審
議
を
諮
問
し
た
。
歯
科
の
改
定
率
は
０
・
61
％
と
危
機
打
開
に
程
遠
い
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
中
医
協
は
２
月
の
答
申
へ
向
け
、
改
定
率
の
枠
内
で
論
議
を
進
め
る
。

　

す
べ
て
の
国
民
に
12
桁
の
番
号
を
割
り
振
り
、
社
会
保

障
や
税
、
収
入
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
個
人
情
報
を
国
家
が
一

元
管
理
す
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
制
度
が
１
月
か
ら
始
ま

っ
た
。
今
後
、
医
療
・
社
会
保
障
は
ど
う
変
質
し
て
い
く

の
か
。
同
制
度
に
詳
し
い
自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代
表

の
黒
田
充
氏
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。 

（
新
聞
部
）

０
０
億
円
圧
縮
す
る
よ
う
迫

っ
て
い
た
。
同
省
は
１
７
０

０
億
円
の
８
割
に
あ
た
る
約

１
４
０
０
億
円
を
診
療
報
酬

改
定
で
対
応
し
た
こ
と
に
な

る
。
塩
崎
厚
労
相
は
16
年
度

の
予
算
編
成
で
「
社
会
保
障

費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

　

い
よ
い
よ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
始
ま
っ
た
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
社
会
保
障
や
税
分

野
な
ど
で
利
活
用
す
る
番
号

制
度
だ
。
こ
の
連
載
で
は
、

そ
も
そ
も
な
ぜ
、
い
ま
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
な
の
か
を
社
会
保

障
の
面
か
ら
考
え
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

◇

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

納
税
者
番
号
と
小
泉
内
閣
が

力
の
流
動
化
な
ど
に
よ
る
国

内
高
コ
ス
ト
構
造
の
是
正
、

ま
た
公
的
部
門
や
サ
ー
ビ
ス

の
市
場
化
・
営
利
化
な
ど
に

よ
る
新
市
場
・
新
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
設
を
図
る
も
の
で
あ
っ

め
ら
れ
た
。
社
会
保
障
番
号

は
、
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で

出
て
来
た
も
の
な
の
だ
。

　

国
民
全
体
を
対
象
と
し
た

社
会
保
障
費
の
削
減
だ
け
で

は
限
度
が
あ
る
。
国
民
か
ら

き
る
制
度
」（
骨
太
の
方
針

２
０
０
１
）
で
あ
る
。
社
会

保
障
給
付
の
重
点
化
・
効
率

化
、
す
な
わ
ち
給
付
を
す
べ

き
者
と
そ
う
で
な
い
者
に
仕

分
け
る
仕
組
み
の
構
築
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要

か
。
国
や
地
方
自
治
体
、
社

会
保
険
庁
（
現
、
日
本
年
金

機
構
）、
健
保
組
合
、
医
療

機
関
、
介
護
保
険
事
業
者
な

ど
が
管
理
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
記
録
さ
れ
て
い
る
国

の
反
発
も
大
き
く
な
る
。
そ

こ
で
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の

条
件
に
応
じ
て
削
減
し
て
い

く
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の

だ
。
そ
れ
が
「『
真
』
に
支

援
が
必
要
な
人
に
対
し
て
公

平
な
支
援
を
行
う
こ
と
の
で

た
。「
国
に
頼
る
な
」「
国
を

あ
て
に
す
る
な
」
と
ば
か
り

に
自
助
自
立
や
自
己
責
任
が

強
調
さ
れ
、
社
会
保
障
費
の

総
抑
制
と
と
も
に
、
介
護
保

険
の
導
入
や
保
育
の
民
営
化

な
ど
市
場
化
・
営
利
化
が
進

乗
せ
る
形
で
作
ら
れ
た
も
の

だ
。

　

小
泉
内
閣
が
進
め
た
構
造

改
革
は
、
国
際
競
争
力
の
強

化
を
合
い
言
葉
と
し
て
、
大

企
業
の
税
・
社
会
保
障
負
担

の
軽
減
や
規
制
緩
和
、
労
働

検
討
し
て
い
た

社
会
保
障
番
号

を
合
わ
せ
、
こ

れ
を
住
基
ネ
ッ

ト
（
住
民
票
コ

ー
ド
）
の
上
に

民
の
個
人
情
報
を
正
確
に
名

寄
せ
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
の
社
会
保
障
番
号
な

の
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ
だ
・
み
つ
る　

１
９
５

８
年
、
大
阪
生
ま
れ
。
松
原

市
役
所
勤
務
を
経
て
、
立
命

館
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究

科
で
修
士
学
位
を
取
得
。
２

０
０
２
年
に
自
治
体
情
報
政

策
研
究
所
を
設
立
し
、
代
表

を
務
め
る
。
大
阪
経
済
大
学

非
常
勤
講
師
。
著
書
に
『
Ｑ

＆
Ａ
共
通
番
号
こ
こ
が
問
題

―
解
体
さ
れ
る
社
会
保
障　

仕
分
け
ら
れ
る
国
民
』
な

ど
。

で
紹
介
さ
れ
た
患
者
の
中
に

「
骨
髄
炎
」の
患
者
が
見
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
似
た

症
状
だ
が
、
骨
髄
炎
は
腫

脹
、
発
熱
が
あ
る
。
難
治
性

の
口
内
炎
は
、
薬
の
副
作
用

を
考
え
る
。
リ
ュ
ー
マ
ト
レ

ッ
ク
ス
や
シ
グ
マ
ー
ト
は
、

か
な
り
の
確
率
で
口
内
炎
が

出
現
す
る
。
２
週
間
以
上
治

癒
し
な
い
場
合
は
悪
性
腫
瘍

も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

問
診
を
通
じ
て
服
薬
状

況
、
既
往
症
な
ど
を
確
認
し

て
診
断
を
絞
り
込
む
こ
と
で

重
大
疾
患
を
見
落
と
す
こ
と

が
少
な
く
な
る
と
説
明
し

た
。 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

後
に
歯
科
関
連
の
施
策
を
充

実
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、
条
例
化
を
迫
っ
た
。
審

査
・
指
導
で
は
▽
指
導
の
休

日
実
施
▽
指
導
結
果
の
判
定

基
準
の
明
確
化
―
―
な
ど
を

求
め
た
。
小
澤
力
理
事
長
含

め
役
員
14
人
が
参
加
し
た
。

と
同
じ
主
旨
の
条
例
は
つ
く

ら
な
い
」
と
回
答
し
た
。
協

会
は
、
滋
賀
県
が
条
例
制
定

腔
保
健
計
画
を
進
め
る
た
め

に
口
腔
保
健
条
例
の
制
定
を

要
求
す
る
と
、
府
は
「
法
律

　

協
会
は
口
腔
保
健
事
業
の

充
実
や
審
査
・
指
導
の
改
善

な
ど
を
求
め
て
大
阪
府
と
２

０
１
５
年
12
月
10
日
、
交
渉

し
た
。
府
が
乳
幼
児
医
療
費

助
成
の
所
得
制
限
を
全
国
最

低
水
準
に
改
悪
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
協
会
は
子
ど
も
の

口
腔
崩
壊
の
実
態
を
示
し
な

が
ら
改
善
を
訴
え
た
。

　

府
へ
の
要
望
は
医
療
費
助

成
や
国
保
、
指
導
な
ど
13
分

野
88
項
目
。
乳
幼
児
医
療
の

拡
充
要
望
に
対
し
て
府
が
財

源
不
足
を
理
由
に
難
色
を
示

し
た
た
め
、「
就
学
時
健
診
で

前
歯
２
本
し
か
な
い
子
ど
も

が
い
た
」「
養
護
教
諭
の
半
数

が
口
腔
崩
壊
の
児
童
を
確
認

し
て
い
る
」
と
指
摘
。
対
策

を
講
じ
る
よ
う
訴
え
た
。

　

14
年
に
策
定
し
た
歯
科
口

　

臨
床
・
学
術
部
は
、
佐
々

木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
歯

科
口
腔
外
科
部
長
）
を
講
師

に
生
涯
研
修
「
診
療
所
で
で

き
る
重
大
疾
患
の
見
分
け

方
」
を
２
０
１
５
年
12
月
13

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。１
０
７
人
が
参
加
し
た
。

　

重
大
疾
患
は
①
生
命
に
関

わ
る
②
普
通
の
治
療
で
は
治

癒
し
な
い
③
誤
診
し
や
す
い

―
―
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

紹
介
患
者
を
診
て
い
て
も

「
早
く
発
見
で
き
な
か
っ
た

か
？
」「
心
配
す
る
こ
と
は

無
い
の
に
」
と
思
う
こ
と
が

多
々
あ
る
と
い
う
。

　

例
え
ば
、「
顎
関
節
症
」

た
」
と
強
調
し
た
が
、
診
療

報
酬
が
社
会
保
障
費
削
減
に

利
用
さ
れ
た
形
だ
。

　

中
医
協
は
諮
問
を
受
け
、

今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
公
聴
会
を
踏
ま
え
て
２

月
に
厚
労
相
に
答
申
す
る
。

協
会
は
改
定
を
実
り
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
、
会
員
の
パ

ブ
コ
メ
を
集
約
し
、
提
出
す

る
予
定
に
し
て
い
る
。

今日の数字

約50億円
　歯科の診療報酬改定プラス
0.61％に要する国費。「マイナン
バー」制度の初期費用の２％。

社会保障費削減　大半を診療報酬で
２
０
１
６
年
度

２
０
１
６
年
度

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定

基基  

軸軸
社
会
保
障
か
ら
考
え
る

社
会
保
障
か
ら
考
え
る

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」制
度

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」制
度
❶❶

自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代
表　

黒
田
充

自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代
表　

黒
田
充

自
助
自
立
を
迫
る
個
人
番
号

国
民
一
人
ひ
と
り
の
社
会
保
障
費
を
削
減

全
体（
ネ
ッ
ト
）の
改
定
率
は
▲
１
・
03
％

大阪府交渉

口
腔
崩
壊
の
子
ど
も
救
え

医
療
費
助
成
の
拡
充
を
迫
る

12月度生涯研修講座

重大疾患の誤診防止へ
佐々木氏が見分け方を解説

診療報酬本体 医科 歯科 調剤 薬価等
2006 ▲1.36%　 ▲1.5%　 ▲1.5%　 ▲0.6%　 ▲ 1.8%
2008 0.38% 0.42% 0.42% 0.17% ▲ 1.2%
2010 1.55% 1.74% 2.09% 0.52% ▲1.36%
2012 1.38% 1.55% 1.70% 0.46% ▲1.38%
2014

（消費税分）
0.73%
（0.63%）

0.82%
（0.71%）

0.99%
（0.87%）

0.22%
（0.18%）

▲0.63%
（▲0.73%）

2016 0.49% 0.56% 0.61% 0.17% ▲1.33%

・診療報酬改定の施行４月１日

【厚労大臣】
・通知の発出３月上旬

【中医協】
・ 厚労大臣に対して改定内容を答申
【厚労大臣】
・ 診療報酬に関する告示

２月中旬

【中医協】
・ 厚労大臣の諮問を受け、具体的な診療報酬点数の設定に関する調
査・審議（公聴会やパブリックコメントの実施）１月13日～

【厚労大臣】
・ 中医協に対し、①診療報酬の改定率②社会保障審議会で策定した
「基本方針」――に基づき、改定案の調査・審議を行うよう諮問１月13日

■診療報酬改定率の推移

■診療報酬改定の流れ

危機打開に程遠い改定率危機打開に程遠い改定率


